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発 刊 に あ た っ て

栃波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査は、昭和 52年度の国庫補助金の交付 を受けて実施 し、多

大な成果 をおさめて終了しました。

今回の調査では、特に奈良～平安時代の遺物 。遺構等が発見されました。

この調査の完了にあた り、地元栴檀野地区の方々をは じめ、関係各位の協力 と指導 を受けまし

た。感謝いたします。

なお、今回、地元の御理解で遺跡の大半が保存 されました。本書が、この遺跡に対する理解 と

保護の一助 となれば幸いです。

日召不日53=年 3月

富 山 県 教 育 委 員 会
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図版

例  言

1 本書は、日召和51年 5月 20日 ・ 6月 25日 ～ 7月 3日 ま

で行るfっ た試掘調査 と日召和 52年 10月 6 日～10月 20日

まで行なった本調査の結果 を合せた、富山県砺波市宮

森新北島 I遺跡の発掘調査概要である。

2 調査は、富山県教育委員会が主催 し、文化庁記念物
課の指導 と栃波市教育委員会・梅檀野土地改良区の協

力を得て実施 された。

3 調査参加者は、次のとお りである。
富山県教育委員会文化課 (兼 )富 山県埋蔵文化財セン

ター神保孝造・岡上進―・橋本正春 (以上調査担当者 )、

栃波市教育委員会老松邦雄、地元福島秀賢 。中村金造

田上道子・島田文・森輝子・川岸静江・黒田和子・中

川千鶴子・林光子・斉藤重子・斉藤信子・斉藤かをり

斉藤寿美子・山本タメ・山本園枝・荒井 ソトエ・田上

恵美子・掘田は り。日中よしい 。小島花子・宮野芳子

信田つえ・若森すみを・遠田ソトエ。

事務局は、文化課・埋蔵文化財センターに置き、課

員 (所員)の協力を得て、主任川口稔が庶務に当たり、

文化財保護主事岸本雅敏・上野章が渉外を担当し、課

長 (所長 )岩林昭・課長代理 (所長代理 )清水常信が

総括 した。

4 調査期間中、文化庁記念物課稲田孝司氏の指導を得
た。また、調査の実施から調査後の概要作成まで一貫

して埋蔵文化財センター橋本正・岸本雅敏氏の助言・

指導を得た。

5 今回の整理・編集・執筆は、神保・岡上・橋本が分
担 して行ない、各々の文責は、文末に記した。



I 地 形 と周辺 の遺 跡
宮森新 1ヒ重 1遺跡は、富山県砺波市宮森新字北島

光寒怪啓算悪鼻換丘がある。遺跡は、その段丘の西富山県の西南、栃波市内より東方向約 6 km、 庄川

側縁辺部に位置 し、標高は79～ 80mを 測る。その段丘は、幅05～ lkm。 長さ10kmで 、庄川とは30mの 比

高差 を測る起隆扇状地である。この段丘の東側は、和田川の河岸段丘面をもち、その川の背後には、低

い山々が連なっている。

遺跡の西イ員Uは 、急峻な崖で、北 1貝Uは傾斜 をつ よめる。東 1員りは、庄川へ降 りて行 く道路によって切 られ

ている。南偵uは 、深い谷が入 り込んでいる。この遺跡をとりまく地形は、東西に張 り出した小丘陵であ

ることが判 り、遺跡の範囲 も東側の道路以東に拡がる可能性があると考 えられる。

この芹谷野段丘や和田川の河岸段丘上には、最近の調査により、先土器時代か ら中
。近世の遺跡が数多

く点在 していることがわかった。

特に組文時代・奈良～平安時代・鎌倉～室町時代の遺跡が集中してみ られる。

組文時代には、本遺跡 と谷一つへだてて厳照寺遺跡 〔神保他 1977〕 ・上和田遺跡などがある。奈良
～平

安時代には、高沢島Ⅲ遺跡・増山窯跡などがある。増山遺跡・増山城跡は鎌倉～室町時代の遺跡である。

(岡上 )

H 調 査 に 至 る ま で
栃波市栴檀野地内は、古来から自然環境に恵まれ、厳照寺遺跡 をは じめ数々の遺跡が知 られている。 く

わえて、未発見の遺跡数 も多い地域 と予想されてきた。

昭和50年、この栴檀地内で 5ヶ 年にわたる団体営ほ場整備事業が砺波農地林務事務所指導の もと、地

元土地改良区の手で計画された。この事業計画・実施内容の連絡を受けた富山県教育委員会 と栃波市教

育委員会は、これに対処するため早急、各関係機関 との協議 を行った。そして、当該年度の工事実施に

当っては工区内を対象 とし事前の遺跡分布・試掘調査 を行 う事。その結果によって遺跡の保存措置を講

ずる事などを申し合せた。

宮森新北島 I遺跡は、こうした経緯のなか昭和 51年 5月 県教育委員会が行った分布調査によって発見

された新遺跡である。遺跡は、その後、市教育委員会が県教育委員会の指導で試掘調査 (昭和51年 5月

20日 )を 行い、遺跡の状況・範囲を掌握 した。またその結果にもとず き再度各関係機関 との協議 を行っ

て、遺跡の大半 を工事の設計変更によって水田下に保存された。しか し、一部変更困難な二地点(約 470mぞ )

が生 じたため二地点については第 2次試掘調査 を実施 し、以後の措置を講ずることで合意 した。

第 2次試掘調査は、昭和 51年 6月 25日 か ら 7月 3日 にわたって県の指導のもと市教育委員会が行った。

調査は、遺構の有無確認を主 目的 とし、二地点各々に lm幅の トレンチを設け、約 134mを の発掘調査 を
行った。 トレンチの方向・遺物取 り上は、事前に台地全体ヘ グリッドを設け、それに従った。その結果、
各地点から多数の遺物が出土 し、それと共に縄文時代中期の住居跡や穴、奈良～平安時代の穴など遺構

を検出した。 このため再び協議が持たれ、遺跡一帯を昭和 51年度の工事施工区か ら除外し、第 1地点は
水田下に保存。這構密度の軽減な第 2地点は、記録保存 を行 うこととし、年度 を改めて今回の本調査に
至 ぅァ_                                  (ネ 申保 )

、ヽヽ

第 1図 地形 と周辺の遺跡 (1/50,000)1・ 宮森新ゴヒ島I
5上和国
9.高沢島III

2.厳照寺  3宮 森新大谷島 4芹 谷北秘念寺
6.増山   7.高 沢島1   8高 沢島H
10増山城跡
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III 調査の概要
1 調査 の経 過 と層 位
本遺跡は、昭和51年 5月 に、ほ場整備事業に先立つ遺跡分布調査が行なわれたときに発見された。そ

こで、三度に渡 る調査がなされ、組文時代・平安時代に属する遺跡であることが確認された。また、遺

構 として、紀文時代中期に属する住居跡 1・ 穴 1・ ドーナ ッツ状遺構 1と 奈良か ら平安時代に属する穴

などが発見された。この他に、段丘上では、水田耕作のための整地や削平が行なわれているが、遺物包

含層が残っていることがわかった。

以上の調査結果をもとに、地元の方々等 と遺跡の保存のための協議 を行った。 しか し、第 2地点は、
イ呆存 I昔置を講 じること力‐できな呼ヽため、日召不日52年 10月 6日 から10月 20日 まで調査 を行なうこととヱFっ た。

発掘区は、 2m× 2mの グリッドを基本 として、第 2次調査の ときに組まれてお り、 X軸 を東西に80
m・ Y軸 を南北に 100m設定 した。今回の調査では、 4m× 4mの発掘区を用い、土層観察用のあぜ を
残 しなが ら表土を除去 していった。

第 3層黒色土上面で、平安時代などに属する遺構の検出を行 ったが、確認できなかったため掘 り進ん
だ。第 3層 中位には、明赤褐色の焼土状の粒子 (径 2～ 3 mm)が 2 cmの厚 さでほぼ水平に堆積 していた
ところがあったため ここでも遺構の検出を行なったが、確認はできなかった。第 5層上面では、直径 10
～30Cm前後の柱穴状遺構群・柱穴群・ ドーナ ッツ状遺構などが、調査区全体にみ られた。 X23～ 24Y42
～43区では、穴が半分だけ検出されたため、拡張 して全体 を出した。
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掘立柱建物01は 、調査区西側で検出されたが、柱痕はなかった。柱穴状遺構は、調査区全体に密に分

布 していた。 ドーナ ッツ状遺構は、調査区北側に半分だけみられた。調査区の東には、段丘下の水田ヘ

続 く道路が、段丘を断ち切 るように走っているため、調査区を東側へ拡張することはできなかった。

段丘上の層位は、第 1層耕作土 (70Cm)。 第 2層床土 (10cm)。 第 3層黒色土 (30Cm)。 第 4層責褐色土

で第 5層への漸移層 (5 Cm)。 第 5層黄色粘土層である。段丘上は、ほぼ水平であるため、極端な傾斜は

持っていない。第 3層 中位には、明赤褐色の焼土状の粒子を含む層があ り、第 3層 は 3枚の文化層に分

けられるのか も知れないが、今回の調査では行なわなかった。

遺物は、第 1～ 4層 まで と遺構の一部 より出土 した。遺物の出土状態は、調査区の南側 (段丘の中央

部側 )に行 くほど夕くなった。須恵器は、調査区の東側に分くみられ、土師器は南西側に多かった。

あぜは、土層図の作製・写真撮影後に取 り去っていった。その後、遺構の平面図の作製・写真撮影 を

行 って終了 した。

遺跡 の大部分は、水 田の下 に保存 され るこ ととなった。 (橋本 )

2 遺  構
前回の調査では、組文時代中期に属する住居跡 1・ 穴 2個 と奈良か ら平安時代に属する穴などが検 1出

されている。 しか し、試掘調査であるため、局部的な発掘 とな り、しか も遺構検出面で調査 をとめてい

るので、詳細な検討は難 しい。

今回の調査では、掘立柱建物 1棟・穴 4個が検出されたが、紀文時代に属する遺構はみられなかった。

掘立柱建物01(第 3図 。図版第 1の 4)

今回の調査区の東側で建物 1棟が検出された。柱間は、 2間 × 3間 で6.4m× 48mあ る。南北桁行
の

1間は3.lmで 、東西梁行の 1間は2.4mと なっている。主軸は、真北 となるが、やや西よりとなる。柱

の痕跡 (図版第 1の 9。 10)は 、 5個の柱穴でみられたが、柱根は検出できなかった。柱穴の平面形に

は、隅円方形 と不整円形のものがみられ、前者のなかに円形の柱の痕跡がみられた。柱の痕跡は、円形

の黒色土 となってお り、掘 り方部分の黒褐色土 (黄色粘土粒子 を含む )・ 黄褐色土とは、容易に識別で き

た。また、柱部分は、ほぼ垂直に柱穴底面まで達 してお り、遺構検出面 より21～ 34cmを 測 る。柱の直径

は、約 15Cm位 である。掘 り方の規模は、20× 30Cmの ものが多 く、断面形は円柱状で平底 となっている。

本建物は、倉庫的な性格 を持つ と思われる。

穴01

平面形は、円形を呈 し、70Cm× 60Cmの大 きさで、断面は円柱状で底面は丸味を持つ。覆土は、黒褐色

土・黄褐色土 を主体 とし、順序 よく堆積 している。底面 より少 し上位に、35× 25× 16Cmの川原石が水平

にあった。

デ〔02

長楕円形の平面形で、断面は半球形を呈する。覆土は、黒褐色上 を主休 とし、順序 よく堆積 していた。

グ(03

ドーナ ッツ状遺構である。中央部には、黄色粘土層があり、その周囲に ドーナ ッツ状の黒色土・褐色

土及びそれらの混土層が入る。全体 を検出しなか ったが、長径約 5mの 円形をなす と思われる。断面はヽ
半球形に近いが、中央部は円錐状に深 くな り、遺構検出面より110 Cmを 測る。穴の南西隅には、穴04が

存在する。

ゲ(04

平面形は、円形で、断面は円柱状 とな り、大 きさは、直径 70Cm、 深さ29Cmを測る。

柱穴群

第 5層上面には、直径 5～ 30Cmの柱穴状遺構が多数存在 した。これら全部が、建物に伴 う柱穴あるい

は穴 とは考 えられず、概・杭・補助穴・地面の窪みが混在 していると考えられる。調査区内での分布状

況は、全体に くまな く存在 してお り、西側の一部では、穴がつながっているため枡状にみえる所がある。

覆上の色調には、黒色・黒褐色・黄褐色
。茶褐色の ものがみられた。平面形には、長方形・円形・不

定形の ものがある。断面形では、円柱形・円錐形・皿形
。円柱形で二段掘 となっているものがある。以

上のように、大 まかな特徴 をあげられるが、それらの諸特徴が複雑に組みあわさって存在 しているため、

分類は難か しい。

その中で、黒色上で円形の平面形をもつ ものが分 くみられた。深さでは、15～ 25Cmの ものが多い。

まとめ

今回の調査では、奈良時代に属する掘立柱建物 1棟を検出した。その他に、前回の調査で穴などを確

認 している。これ らの掘立柱建物は、遺跡の一部分 を調査 した結果発見されたものであるため、これを

もって遺跡全体の遺構 を代表 しているとは言えない。

掘立柱建物01の特徴 をまとめると、以下のようになる。柱間は 2× 3間で、 1間 は10尺 となる。柱根

は、なかったが、直径 15Cm前後の柱の痕跡がみられた。柱穴内か らの遺物の出土はなかった。これらの
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他の遺構 として、柱穴群が掘立柱建物01の内外にみられた。未発掘部分に、掘立柱建物・穴・柱穴群の

存在が推測される。

掘立柱建物01と 同様の建物は、県内では井波町高瀬遺跡 〔阿部 1974〕・入善町 じょうべのま遺跡 〔高島・

橋本 1974〕 の倉庫風掘立柱建物があげられる。本掘立柱建物01も 、倉庫的性格 を有すると思われる。こ
の掘立柱建物の柱穴の規模は、貧弱なものと言え、地方衰族や役人などの生活した家などとは考えられ
ず、む しろ、一般の人々に関係する村落の一部 と考えられる。

掘立柱建物 と柱穴群の在 り方 としては、郡衡・庄家などでは掘立柱建物 と柱穴群が重複 しないものが

多い。 しか し、本遺跡では、掘立柱建物 と柱穴群は重複 してみられる。これは、時期が異なるが、魚津
市早月上野遺跡 〔岸本・山本・酒井 1976〕 の第 2入調査区の様相 と似ている。
本遺跡の掘立柱建物 01・ 柱穴群の年代は、一部の穴より遺物が出土 しているため、それらの遺物をも
って位置づけられ、奈良時代後半に位置づけられよう。

以上の点より、掘立柱建物は、奈良時代に属する村落の一部 と考えられ、
・倉庫が幾棟 も建ちならんでいたと考 えられる。

なお、本遺跡の周囲には、同時期に属する掘立柱建物などが確認されてお

られ る。

註① 本遺跡の周辺では、高沢島■・高沢島Ⅲ遺跡なと

遺物が検出されている。

〔神保・久々1978〕 の調査により、奈良時代や平安時代の遺構

″ィ0'
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第 3図 遺構実測 。配置図 (1/200)
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未発掘部分にも一般の住宅

り、本遺跡 との関連が考え
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3 遺   物
縄文時代の遣物

昭和 51・ 52年の試掘・本調査箇所か ら若子の上器・石器が出土 している。大半が黒色の遺物包含層出

上で、昭和51年度の試掘地点 (第 1地点 )に 多 く認め られた。
土器

宮森新北島 I遺跡出上の土器は、紀文時代前期後葉 。同中期前葉 。同晩期中葉の大旨三期に区分でき

る。土器はいずれ も細片で風化が著 しく、文様の明瞭なものはわずかで今回図示しえた資料だけにすぎない。

縄文時代前期後葉の上器 (第 4図 1'図 版第 2)
組文地へ細かい浮隆爪型文 を施す深鉢形土器の口縁部が 1片認められる。器厚は、薄 く胎土・焼成が窮

めて良好な土器であ り、縄文時代前期後葉に位置づけられる福浦上層式上器に比定 されよう。

組文時代中期前葉の土器 (第 4図 2～ 19。 図版第 2)

本遺跡の主体 をなす土器群であり、出土量も大半 を占る。土器はいずれ も深鉢形土器の破片である。

器形は、円筒形の胴部にキャリパー状の口縁部がつ き、頸部が特徴的で外反・屈曲するもの (3～ 7

13・ 14)が主であ り、頸部でやや外反 した日縁部がつ くもの (3・ 9)も 若千認め られる。文様は、口
縁部に数条の半裁竹管文 を横走させ、周囲 4ヵ 所で縦位の隆帯や突起で区画する。その間を無文帯 とし

た り、三角形の袂 り込みを施 し、間に格子 目状の沈線を引き蓮華文風にす るもの (3・ 9・ 10,14)や

前段階の上器形式である新保式土器の系列を引 く口縁部文様帯を施す もの (4・ 6。 14・ 15)が ある。

また、胴部片には、半裁竹管で引 くB字状文に格子状沈線や斜組文 を組ませたもの (16～ 18)、 新保式土

器の系列 を引 く文様で半裁竹管で描 く直線や曲線を組合せたもの (10・ 11・ 19)、 木 目状・縦位の羽状紀

文 を施す もの (12)が 出上している。その他、器面全体へ斜組文・羽状紀文を転す土器 (5)も 多い。
以上、これらの上器群に類似する資料 としては、当遺跡から南へ約 200mに 位置する厳照寺遺跡出土

の上器 〔神保他 1977〕・城端町西山 B遺跡出上の上器 〔上野他 1976〕 といった一群の資料があげられる。
これらは、従来の上器編年に従えば組文時代中期前葉に位置づけられる新崎式土器として、とりあつかわれ

てきたものである。 しか し、近年、新崎式を再検討する動 き 〔小島1974〕 と伴に、神保は広義の新崎式

考緒 龍 漁蕊 裁 害吾≧斌 喪 見 鞣 t手想島 窪 歎
g≧
復聖重 SI選 象 璃 確 簑 跳 揮 tと鮎

し、厳照寺第 I期の上器群 (厳照寺 I式 と仮称 した)と 類似するもので、同時期の内容 を補 う好資料 と

いえよう。

紀文時代晩期中葉の土器 (第 4図 20・ 21、 図版第 2)
口縁部が くの字形に外反する鉢形土器の口縁部片 と、胴部片がある。いずれ も薄手の作 りで器面へ L
Rの細かい組文を施丸 20は 、口唇部にサンゴ状装飾風の文様が認め られる。20・ 21と も紀文時代晩期中

葉の中屋式上器に属する。 (神保 )

註① この点の基本的考え方については、橋本正氏の教示を得て先に論述している 〔神保他1977〕 。このため、本書では具
体的には触れないが、前書では、広義の新崎土器を細分し、それぞれ厳照寺 I・ II・ III式として仮称している。しかし

その後、小島俊彰氏がその仮称名について意義をとなえられている 〔小島1978〕 。

石器 (第 4図の22～ 28)
昨年の試掘調査及び今年度の本調査で出上 した石器は、打製石斧 1点 ・擦石 9点・石核 2点 。その他

の石器 2点・禁J片類 11点である。
本遺跡の調査地点で出上 した石器には、厳照寺遺跡のそれ と比べ ると、①器種が少な く②擦石が多く

③磨製石斧・石皿・石錘などがないことが特色である。

打製石斧 (22)形状は、両側面が まっす ぐな短冊型のもので、 方に自然面 を残す。石質は、砂岩質
の ものである。

擦石 (23～ 26)形状には、断面が楕円形で、平面が円形のもので一面に擦 り面をもつ もの (23)と 平
面が細長い形の もので、一面に擦 り面をもつ もの (24)及び上下 2面に擦 り面をもつ もの (25)断面が

台形に近 く一面に擦 り面をもつ もの (26)が ある。25。 26は 、高支打痕があ り、25は 、両端か らのそれが

見られる。石質は、砂岩質・安 山岩質である。

その他の石器 (27。 28)27は 、砂岩質で、一種の識石 として利用 されたものと考えられる。28は 、自
然面を残す鉄石英製で、石器製作途上の ものか。

その他、鉄石英や粘板岩質の石核 と黒曜石や鉄石英の祭」片がある。
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第 4図 土器・石器実測・



奈良・平安時代の遣物

須恵器 。土師器 (第 5図 )
本調査及び前回の調査では、奈良時代に属する須恵器・土師器が出土 し、前者の出土量が少し多く、第

1～ 4層 より出上 したものが多かった。
今回の調査は、遺跡内の一部分だけの発掘であった点 と、遺物包含層中での適切な土器区分ができな

かったため、一括品 として扱った。 しか し、時期の異なるものがあり、後で区別する。

須恵器

須恵器は、蓋・琢・壺・甕の器種があり、遺物出土量は遺物整理箱で 3箱程度であった。須恵器の色

調・焼成では、 a青灰色で硬いもの、 b灰 白色で軟いものに分けられる。
蓋 (1～ 5)
蓋は、法量などによりA～ Cの 3種に分けられる。色調などでは、 1・ 3・ 4は b類 に属する。

蓋 A(1・ 2)1・ 2の天丼部は九味をもち、擬宝珠状のつ まみを有する。 1に は、つまみの痕跡が
みられる。天丼部か ら口縁端部にかけて、段 を有する。口縁端部は、九 くおわる。渦状文がみられるが、

ナデにより 消 されている。

蓋 B(3～ 5)口 径は、15～ 17Cmを 測る大形品 となる。 3の天丼部は平担 となるが、渦状文がみられ
る。天丼部か ら口縁部にかけて明瞭な段 をもつ。 3・ 4の天丼部は高 くなる。 4の 口縁端部は、接地面

が平た くな り、断面が三角形を呈する。 5の 口縁端部は、 1・ 2と 同じく九 くおわるが、はね上るよう

に外方へ開 く形をとる。

蓋 C 小破片であるため図示はできなかったが、 b類に属する軟い土器で、口縁端部の屈曲は鋭 く、
細 くたつ。

琢 (6～ 13)
琢は、高台がつ くものとつかないものとの両方があり、 A～ Cの 3種に分けられる。色調などでは、10

が b類に属する。
罫 A(6～ 9)6～ 9は 、高台のつ く琢で、 6はやや小 さいが、他はほぼ同じ法量をもつ。高台は貼

りつけられ、下方にふんばる形 となる成形方法では、高台部分
・底都・体部が別々に作 られるものもあ

る。内外面 ともに、横ナデを行なうものが多く、成形痕 を消 して
いる。 9の体部外面には、ヘラ削 りに

よる面がみられるが、その上をナデている。

琢 B(13)底 部破片であるが、底部外面には、糸切 り痕が残っている。高台は、下方に細 く長 く伸び
る。内外面 ともに横ナデがみられる。

琢 C(10～ 12)10・ 11の 器形・法量は、ほぼ同 じである。九味を持つ底部から外方ヘー直線に開き、
口縁端部は丸 くおわる。11の 口縁端部は、外反 し、先細 りとな りおわる。12は 、底部のみであるが、底

径が若千大 きい。また、平底である。11の 底部外面には、ヘ ラを止めたためにで きた粘上の移動 と粘土

の盛 り上 りがみられる。

壺 (14,16)14は 、胴部か ら口頸部に至 る破片であ り、胴部上位にヘ ラ状工具の先端を用いて 2条の

沈線をめ ぐらしている。16は 、胴部破片である。この他にも数片の破片があるが、図化はできなかった。

内外面ともに横ナデがなされる。16の 胴部内面では、不規則なナデがみられた。色調等は、a類に属する。
甕 (15・ 17～ 19)胴 部 と底部の破片のみである。15は 、底部の破片で、内面には、規則正 しく約 15
Cmの幅の横ナデがみ られる。胴部内外面には、叩文がみられる。外面には、格子、平行・斜行の叩文が

内面には、同心円の叩文がみられる。色調等は a類に属 し、焼成等はこ と伴に精良な部類に入る。
土師器                                          。

土師器には、黒色土器・啄・簑・鍋がある。遺物量は、遺物整理箱 2箱程度である。色調は、明褐色

を基調 とする。

黒色土器 (20)20は 、内面が黒色 となる土器であ り、完形品は出土 していない。他に細片で 2片 出土

している。この 3片 は、いづれも1/rHの 回縁部・底部であ り、同 じ器形 と考 えられ る。 20の 口縁端部は、

内面がヘ ラにより削 られているため、先細 りしておわる。内外面 ともにヘ ラ磨 きがなされている。外面

に煤がつ く例がある。

琢 (21・ 22)21は 、罫底部破片であるが、内面に暗文状のヘ ラ磨 き痕がみられる。一度内面全体 をへ

ラ磨 きした後、底部中央より放射状にヘラ磨 きするが、一部交叉 し、格子状にみえるところもある。22

は、底部外面に糸切 り痕がみられ、胴部外面には、ヘ ラ削 り痕 もみられる。この他に、細片で、糸切 り

痕 をもつ もの ともたないものがある。

甕 (23～ 27。 29)甕は、法量によりA～ Cの 3種に分けられる。
簑 A(24)日 径 9 Cmと 一番小さい。口縁部は、頸部 より外傾 した後、「 くJの字状に内側へ直立する。
口縁端部は、ヘラにより平担におわる。胴部内外面 ともに、横ナデがみられる。また、煤 も内外面にみ

られ、特に口縁部内側に厚 く附着 している。

甕 B(23・ 25,26)口 径は、12～ 16Cmを 測る中型のものである。口縁部などのつ くり。特徴は甕 Aと ほ

- 7 -



ぼ同じである。23の 口縁部外面には一条の沈線が入る。26は 、糸切 り底の破片である。胴は長胴となり、

23・ 25に つ くと思われる。

甕 C(27・ 29)口 径は、21～ 23cmを 測 り、大型品である。 口縁部は、頸菩るより「く」の字状に外万更し、
口縁端部は、唇厚 し、沈線が一条入る。胴部上半か ら口縁都には、横ナデが施 され、胴部下半には、平

行叩目文がみられる。底部は、丸底で平行叩文が交叉する。 胴部内面下半には、指によるナデがみ られ

月同吉Б内面上吉Ьか ら口縁部にかけては、 横ナデがみ ら/Lる 。
鍋 (28)本遺跡か らは、 1点 出土 している。外面の風化が著 じるしく、成形痕はかろうじてよみ とれ
る。口縁端部は、ヘラにより角 をつけておとされる。頸部には、 2条の沈線がみられるё胴部外面は、
ヘラ削 りによる面がわずかによみとれる。ヘ ラ削 りの方向は、砂滓立の移動 より、左上か ら右下 りのな斗方

向になっている。内面は、横ナデがていねいになされ、風化度は少ない。胴部か ら底部にかけては、カ

キロと思われる条線がみ られ、これ も右下 りと思われる。内面にも煤がみ られる。

ま と め
北陸地方における須恵器の編年は、吉岡康暢氏による編年 〔吉岡1967〕 があ り、現在に至っている。

一方、本県での須恵器の編年は、最近の井波町高瀬遺跡 〔阿部・舟崎 1972〕 ・入菩町 じょうべのま遺跡、

〔高島他 1972〕 の調査により資料が増加 した。体系的な編年は、舟崎久雄氏の編年 〔舟崎 1974〕 ・藤田富

士夫氏の編年 〔藤田1974〕 があいついでなされた。ここでは、県内の調査例・資料を参考 として、本遺

跡の時期 を考えてみたい。

須恵器の蓋には、糸切 り手法がみられない。蓋 Aの天丼都は、丸味をもち渦状文をナデにより消 して
いる。つまみは、出上 していないが頂部に痕跡が残されてお り、おそらく擬宝珠形のつ まみがつ くと思

われる。天丼部か ら口縁端部にかけては、段 を有する。日縁端部は、九味を持つが屈曲 して下方に向 う。

蓋 Cの 口縁端部は、細 く強い屈曲をもって下方に向う。
須恵器啄は、糸切 り手法が用いられている13がある。13は 、底部破片であ り、日縁部等の形態は不明

ご宅f家大Я鞠 覇垢需 豊で,鳥見?.盟 ‰ 雇 隆 争童品を ,賦
方へ伸び、日縁端部は丸味を

黒色土器20は 、口縁部破片であるが、他に底部破片が 2点 出土 してお り、器形が推測される。平たい
底部 より、弧 を描いて立ち上 り、それからまっす ぐ上方に向 う。口縁端部は、内側の面 をとっため細 く

な りおわる。

土師器琢は、平 らな底部の例が多い。また、糸切 り手法の ものが、22の他に 2例みられる。いづれ も
破片であるため、全器形は不明であるが、須恵器啄 と異な り、外方へ大 きく開 く形をとる。

土師器甕は、「 く」の字状の頸部 より、先細 りぎみになる口縁端部が、やや内傾 ぎみに立ち上る。大形

の甕の口縁部は、「 く」の字状の頸部 より外方に向って伸び、口唇部はぶあつ くなる。日唇部には、一条

の沈線を持つ。胴部は、肩が張 らず長胴 となる。小形の甕の底部は平底 とな り、26は 糸切 り底である。

鍋は、頸部の掘由度が小さく、日縁端部は角をつけて斜めにお とされる。

以上、本遺跡の遺物の特徴 をまとめてみた結果、糸切 り手法を持つ もの とそうでないものとの二大別

できる。糸切 り手法のみ られないものは、須恵器蓋・琢・壺・甕 と鍋である。一方、糸切 り手法のみ ら

れるものは、須恵器 ITx Cと 土師器琢・甕 26である。前者は、「加賀三浦遺跡」の編年の「三浦中層」に位

置づけられる。藤田氏の編年 〔藤田 1974〕 では八世紀末葉の上器群に類似 し、岸本氏の編年 〔橋本・岸

本 1975〕 では、 A期の上器群に対比できる。後者は、糸切 り手法がみられる点 と器形などの特徴などよ
り、「三浦中層Jと 「三浦上層」 との中間に位置する。岸本氏の編年 〔岸本 1975〕 では、 BoC期 (九世
期中葉 )に 類似する。 しか し、須恵器壺 16・ 土師器甕 Bは 、井波町高瀬遺跡 〔舟崎 1974〕 に類例が求め
られ、若干新 しい様相 もみられる。

時期 を比定 してみると、奈良時代末葉 と平安時代中葉の二時期に分けられる。遺物の出土量・出土地

点より、前者が主体 をなす。                             (橋 本 )
註① 口縁部の外傾度の計測方法については、石川県浅川第1号窯跡 〔宮本1976〕 の計測方法に従った。
中世以降の土器 (図版第 3の 2)
本遺跡か らは、古代か ら現代に至るまでの遺物が出土 している。それらを例記すれば、以下のように
なる。珠洲焼破片・越前焼破片・染め付け焼破片・磁器などがある。これらは、調査区全体に散漫な状
態で分布 し、第 1層 より出上 した。時期は、鎌倉・室町 。江戸時代 と現代のものである。 (橋本 )
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Ⅳ まとめ
ここでは、前章 まで述べたことを総括 しまとめ としたい。
1 本遺跡は、庄川の右岸で、南北に細長 く伸びる芹谷野段丘上に位置する。また、本段丘の東には、
和田川の河岸段丘がある。芹谷野段丘 と和国川の河岸段丘上には、組文時代・奈良～平安時代・鎌倉
～室町時代の遺跡が多 くみられる。
2 組文時代の遺物 としては、前期後葉 。中期前棄・晩期中葉の上器 と石器がみられる。土器では、中
期前葉 の上器が 多 くみ られ、この上器群は、本遺跡の南に位置する厳照寺遺跡の中で「厳照寺 I式」
〔神保他 1977〕 と呼ばれる資料に類似する。また、「厳照寺 I式」に比定される資料が多く、内容が豊富で
あった。石器では、擦石が多 くみられ、石皿・石錘・磨製石斧は出土 しなかった。
3 組文時代の遺構 としては、前回の調査時に組文時代中期に属する住居跡 1軒・穴などが確認された。
4 奈良時代の遺構では、掘立柱建物 1棟が検出されている。柱間は、 2× 3間 で 1間が10尺 となる。
年代は、共伴する遺物などより、奈良時代末葉 と考 えられ、倉庫風な性格 を持つ。また、柱穴群が重

複 してみられ、類例は時期が異なるが魚津市早月上野遺跡 〔岸本他 1976〕 第 2次調査区に求め られる。
5 須恵器・土師器は、奈良時代末葉 と平安時代中葉に比定される。前者には、須恵器が多く、蓋・罫
・鍋などの器種が後者には土師器が夕く、須恵器琢 C・ 土師器琢・甕などの器種でみられた。また後

者では、糸切 り手法を伴 う。土器量では、須恵器の方が若千多い。
6 本遺跡で注 目されるのは、奈良時代末葉に属する掘立柱建物 1棟 と伴なう土器である。この時期の
建物 としては、入善町 じょうべのま遺跡 〔橋本・岸本 1975〕 など数少ない。本遺跡の成果が、奈良時

代か ら平安時代にかけての文化内容及び生活を解明するための手がか りとなれば幸いである。

本遺跡の調査は、一部地区の部分的発掘であるため、遺構・遺物の時期比定を急ぎす ぎたか も知れ

ない。あらか じめ御了承いただき、先学諸兄の御教示・批評 などを受けたい。
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